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<将来予想に関する注意> 
本資料にはNECおよび連結子会社(以下NECと総称します。)の戦略、財務目標、技術、製品、サービス、業績等に関する将来予
想に関する記述が含まれています。将来予想は、NECが証券取引所や米国証券取引委員会等の規制当局に提出する他の資料お
よび株主向けの報告書その他の通知に記載されている場合があります。NECは、そのような開示を行う場合、将来予想に関する
セーフハーバー(safe-harbor)規則を定めている1995年米国民事証券訴訟改革法(Private Securities Litigation Reform Act of 
1995)その他の適用法令に準拠しています。これらの記述は、現在入手可能な仮定やデータ、方法に基づいていますが、そうした
仮定やデータ、方法は必ずしも正しいとは限らず、NECは予想された結果を実現できない場合があります。また、これら将来予想に
関する記述は、あくまでNECの分析や予想を記述したものであって、将来の業績を保証するものではありません。このため、これら
の記述を過度に信頼することは控えるようお願いします。また、これらの記述はリスクや不確定な要因を含んでおり、様々な要因に
より実際の結果とは大きく異なりうることをあらかじめご承知願います。実際の結果に影響を与える要因には、(1)NECの事業領域
を取り巻く国際経済・経済全般の情勢、(2)市場におけるNECの製品、サービスに対する需要変動や競争激化による価格下落圧
力、(3)激しい競争にさらされた市場においてNECが引き続き顧客に受け入れられる製品、サービスを提供し続けていくことができ
る能力、(4)NECが中国等の海外市場において事業を拡大していく能力、(5)NECの事業活動に関する規制の変更や不透明さ、
潜在的な法的責任、(6)市場環境の変化に応じてNECが経営構造を改革し、事業経営を適応させていく能力、(7)為替レート(特
に米ドルと円との為替レート)の変動、(8)2006年3月期米国証券取引委員会(SEC)向け年次報告書(様式20-F)を提出するこ
とができないことおよびSECに提出した過去の財務諸表の修正再表示が事実上不可能であることによる影響ならびにNECが過去
にSECに提出した財務諸表が依拠できないことを公表したことによる影響、(9)SECにより継続されている非公式調査に関する不
確実性等があります。将来予想に関する記述は、あくまでも公表日現在における予想です。新たなリスクや不確定要因は随時生じ
るものであり、その発生や影響を予測することは不可能であります。また、新たな情報、将来の事象その他にかかわらず、NECがこ
れら将来予想に関する記述を見直すとは限りません。
本資料に含まれる経営目標は、予測や将来の業績に関する経営陣の現在の推定を表すものではなく、ＮＥＣが事業戦略を遂行す
ることにより経営陣が達成しようと努める目標を表すものです。
本資料に含まれる記述は、証券の募集を構成するものではありません。いかなる国・地域においても、法律上証券の登録が必要と
なる場合は、証券の登録を行う場合または登録の免除を受ける場合を除き、証券の募集または売出しを行うことはできません。た
とえば、米国において証券の公募が行われる場合には、1933年米国証券法に基づく証券の登録が行われ、ＮＥＣおよび経営陣に
関する詳細な情報ならびに財務諸表が掲載された英文目論見書をもって公募を行うことになります。

（注）
当社は連結財務諸表作成に関する会計基準を06年度より「米国基準」から「日本基準」に変更しております。
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ＮＥＣグループの現在の状況

ＮＧＮ構築事業は前年比倍増の売上目標達成見込

不振事業の再建は、予定通り進展

▶ モバイルターミナル事業黒字化へ

▶ ＮＥＣエレクトロニクスも年間ブレークイーブン以上へ
（営業損益）

今年度営業利益目標達成に向け進捗中

▶ 営業利益１３００億円（前年比85％増）に向けラストスパート

▶ 子会社構造改革、株式市況低迷等による
当期損益への影響の対応策を見極め中

ＮＧＮによって全社の成長を加速する具体策の実行



- 4 -© NEC Corporation 2008

グローバルな 『イノベーションカンパニー』

お客様の「夢」をイノベーションで実現

「人・地球に優しい」豊かなユビキタス社会づくり

ＮＥＣの優れた「技術力」で貢献

・グローバル競争力のある製品の創造

・ＮＥＣの強みを融合 ＩＴ＋ネットワーク＋デバイス

ＮＧＮを中心とした成長戦略へ集中

ＮＥＣの目指す方向
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ＮＥＣの考えるＮＧＮの進化

固定

携帯

放送

インターネット

光の普及が本格化

携帯ブロードバンド(１０Ｍｂｐｓへ)

番号ポータビリティ開始

固定と携帯の連携（ＦＭＣ）固定と携帯の連携（ＦＭＣ）

ＬＴＥ （3.9G）

１セグ放送開始１セグ放送開始

地上波ＩＰ放送地上波ＩＰ放送

完全デジタル化

ＩＰｖ６の普及

２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年

モバイルWiMAX

ＮＧＮ商用サービス開始

キャリアＮＧＮ

キャリアＮＧＮを中心に放送網、インターネットを含めた次世代ネットワーク環境が進化

※ ＬＴＥ （Long Term Evolution） ：３Ｇ（第三世代移動体通信）をさらに発展させ、高速通信を実現する技術
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ＮＧＮによる事業機会の拡大

（広義の） サービスプラットフォーム（広義の）（広義の） サービスプラットフォームサービスプラットフォーム
ＮＧＮのサービスプラットフォーム機能を利用したサービス基盤

ＩＴ
技術

ネット
ワーク
技術

次世代ネットワーク：ＮＧＮ次世代ネットワーク：ＮＧＮ

ネットワークインフラ
光IPネットワーク、無線/光アクセス

ＮＧＮサービスプラットフォーム
認証、課金、位置情報 等

個人・家庭個人・家庭

企業システム企業システム 社会システム社会システム

ＮＥＣのあらゆる事業領域でグローバルな事業機会が拡大

企業向けＩＴ・ＮＷソリューション事業企業向けＩＴ・ＮＷソリューション事業 社会インフラ事業社会インフラ事業

端
末
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

端
末
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

キャリア向け
ＩＴ・ＮＷ事業
キャリア向け
ＩＴ・ＮＷ事業

ＮＷ＝ ネットワーク （Network）
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１．ＮＧＮによる成長戦略の実行施策

アライアンスを活用したグローバル事業拡大

• キャリア向け事業領域を起点とした

アルカテル・ルーセントとの広範囲な協業

• サービスプラットフォームの優位性強化と

アライアンスによるグローバル展開

• ＳＩ/サービス事業領域におけるＳＡＰとの協業強化

新しいソリューションの拡大と端末事業の進化

• モバイルとパーソナルの強みを活かした新端末の創造
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ＬＴＥ （Long Term Evolution） に関する

開発合弁会社設立

・ＬＴＥワイヤレスブロードバンドソリューションの開発

・両社の開発リソースの活用

・両社が有する高い技術力を更に強化

・日本と世界における両社の高い市場競争力の活用

広範な協業の第一ステップ

① アルカテル・ルーセントとの協業

［２月１２日の発表骨子]
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アルカテル・ルーセント概要
売上高: €17.8 Billion（約２．８兆円） ※２００７年実績

従業員数: 77,000人

Ｒ＆Ｄ: € 2.7 Billion（約４，２００億円）

地域別売上比率

アジア
17%

その他
18%

欧州
33%

北米
32%

固定通信・移動通信の双方で

世界トップクラスの実績

CDMA 世界１位

W-CDMA 世界３位

WiMAX 世界１位

DSL/GPON 世界１位

IP/MPLS 世界２位

Optics 世界１位

ＮＥＣとの戦略的な補完関係：

グローバルな地域補完、ＦＭＣに向けてのメガアライアンス、ＮＧＮに向けてのＩＴ/ＮＷ融合
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ＬＴＥにおける事業機会

グローバルな次世代標準
– W-CDMA /CDMA オペレータの次世代標準

市場マイルストーンと市場規模
– 2009～10年頃：

日本・北米主要事業者サービス開始

– 2011年～：

西ヨーロッパの事業者が続く

– 加入者数：

２０１５年までに４億人以上
[Analysys Research社推定]

– ＬＴＥ市場：

2012年までに年３０００億円以上に

2015年まで累計市場規模１兆５千億円 [ＮＥＣ推定]

Forecast LTE subscribers [Source: Analysys Research, 2007]

ＬＴＥ加入者数予測
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２．ＬＴＥの技術革新をリード

１．迅速な市場へのアプローチ
最も先進的なＬＴＥトライアルに積極的に参画

トライアル（2008年） ー インフラ整備開始（2009年）

W-CDMA/HSPA, CDMA/EVDO, WiMAXにおける高い技術力と実績の活用

LTEの共通システム開発を促進

３．統一化したＬＴＥ製品ラインの構築
あらゆる顧客にフィットする統一化した製品戦略を展開

W-CDMA/HSPAおよびCDMA/EV-DOネットワークをLTEにスムーズに統合

ＬＴＥ合弁会社の狙いと運営

・ １00% ＬＴＥに集中した研究開発

・ 両社が共同で合弁会社をコントロール

・ 研究開発費は両社均等に拠出

・ ＮＥＣ/アルカテル・ルーセントそれぞれが

顧客にアプローチし、販売・サポート
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さらに広範な協業の推進

ＩＴ/ネットワーク事業のグローバル成長の起爆剤に

キャリアネットワーク事業での協業拡大

- ３Ｇ ＣＤＭＡ２０００ベースのソリューション

- 各国毎の状況に対応したＮＧＮ構築事業のグローバル展開

- 光、ＩＰ、ワイヤレス等の領域での共同開発、相互製品供給、販売協力

協業を通じたＩＴ/ＮＷソリューションのグローバル展開

- ＩＭＳベースのアプリケーション

- 海外キャリア/サービスプロバイダへのサービスプラットフォーム導入

- ＩＴ/ＮＷアウトソーシング事業の共同展開

- 次世代データセンタの共同開発、ＮＥＣ製プラットフォーム製品の導入

具体的協業アイテムは今後随時発表
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② サービスプラットフォーム事業の拡大

サービスプラットフォームの需要が急速に拡大中

ネットワーク環境の進化

• 光ブロードバンド、ＨＳＤＰＡ等 高速アクセスの普及

• ＮＧＮ商用サービス、ＷｉＭＡＸなど、今後さらに進化

ネットワーク上の新しいサービス利用の拡大

• 動画共有、ＩＰＴＶなど映像系サービス利用者の爆発的な増加

多様な新サービスの迅速な立上げへのニーズ

• 企画からサービス提供までのスピード向上

• 実証されたプラットフォームや既存サービス（ＡＳＰ等）の活用

映像管理/配信、課金・決済、認証などの

サービスプラットフォームの需要が今後も拡大
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サービスＰＦにおけるＮＥＣの強み

プラットフォームＳＩ技術

実績に基づくシステムモデルの整備

サービス提供力

サービス提供基盤、ＳＩ構築力

先進的なサービスＰＦ構築/提供実績

ミドルウェア
大量高速処理、映像配信・・・

ＳＩ（大規模システム構築）から、さらにアウトソーシング/ＳａａＳ型事業へ展開

ネットワーク／放送システムの基盤技術力

主な受注/導入事例：

▶ ＮＴＴドコモ様

ｉモードシステム 「ＣｉＲＣＵＳ」
ケータイクレジットＧＷシステム

▶ ＮＨＫ様、フジテレビ様

デジタルアーカイブ

▶ 第２日本テレビ様

ＡＳＰサービス（ＢＩＧＬＯＢＥ）を活用した
映像管理／配信、会員管理

▶ ＴＢＳ様

４つのモバイルサイトをＢＩＧＬＯＢＥの
オンデマンドサービス基盤上で構築

（アウトソーシング、ＡＳＰ基盤等）
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(1)サービスプラットフォームソリューションの共同開発

– 双方の持つ製品及びシステムモデルを組み合わせたソリューションの開発

(2)システムモデルの共同検証

– システムモデルに組み込むミドルウェア製品の連携を強化、共同検証

(3) グローバルＳＩビジネス協業
– サービスＰＦソリューションによるグローバル事業共同で拡大

グローバルＩＴベンダとの協業

サービスＰＦソリューションのグローバルビジネス展開に向けた協業

［２月１４日の発表骨子]
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③ ＳＡＰとのグローバル協業

ソリューション開発から、共同マーケティング、サービス事業展開に
いたる広範囲なグローバル協業

1. ＮＥＣ製ＩＴプラットフォーム製品(ハードウェア、ソフトウェア)の

ＳＡＰソリューションへの組込みと共同マーケティング

2. ＳＩ領域でのソリューションの共同開発、マーケティング

3. アプリケーション・サービス事業の共同展開

4. 要員育成、Ｒ＆Ｄでの協業

［２月１９日の発表骨子]

ＮＥＣのＳＡＰソリューションの強み：

ＳＡＰ関連ＳＩ事業（アビーム含む） 国内第２位

ＮＥＣの得意なソフトとの組み合わせによる顧客のニーズへの対応

（ ＳＡＰ＋Ｏｎｅ 戦略）

http://www.sap.com/index.epx
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協業を通じたグローバル事業拡大

アプリケーション・サービス事業
共同展開

日本、中国、アジア地域

ＩＴプラットフォーム製品の
共同マーケティング

ＳＡＰ ＥＲＰ

ＮＥＣの業種ソリューション
（PDM、製造実行管理・・）

SAP SOA基盤
NetWeaver

中国、アジアを中心としたグローバル事業体制強化

中国製造業向けコンサル大手 「ハンコンサルティング」 への出資

中国Ｎｏ１流通・小売業向けＳＩ企業 「長益集団」 の買収 ・・・

ＩＴソリューション事業のグローバル拡大を加速

ソリューション共同開発

ＳＡＰとのグローバル協業

アライアンスによるソリューション強化・マーケティング強化
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●屋外で、自宅や
会社のＰＣ環境を利用

●通話とＷｅｂ
サービスが連動

●高い操作性

●いつでも、どこでも
つながっている

モビリティの高さ

リッチなサービスとモビリティを実現し、ＮＧＮ時代の新市場を創造

④ モバイル/パーソナル事業の新たな可能性

パーソナル事業

モバイルターミナル事業

インターネット
サービス事業

＊06年度国内出荷台数。モバイルPCを含む

携帯端末
4700万台

ノートＰＣ
840万台＊

新市場

サ
ー
ビ
ス
の
リ
ッ
チ
さ

新パーソナルソリューション

いつでも、どこでも、簡単に、コンテンツや
サービス、ＰＣ機能を利用

ＰＣオンデマンドコンテンツオンデマンド

http://www.adv2.ho.nec.co.jp/cil/clipart/emf/it_050.zip
http://www.adv2.ho.nec.co.jp/cil/clipart/emf/it_002.zip
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ＮＧＮによる成長戦略の推進

（広義の） サービスプラットフォーム（広義の）（広義の） サービスプラットフォームサービスプラットフォーム
ＮＧＮのサービスプラットフォーム機能を利用したサービス基盤

ＩＴ
技術

ネット
ワーク
技術

次世代ネットワーク：ＮＧＮ次世代ネットワーク：ＮＧＮ

ネットワークインフラ
光IPネットワーク、無線/光アクセス

ＮＧＮサービスプラットフォーム
認証、課金、位置情報 等

個人・家庭個人・家庭

企業システム企業システム 社会システム社会システム

ＩＴ/ＮＷの強みの融合と、アライアンスによって成長をドライブ

企業向けＩＴ・ＮＷソリューション事業企業向けＩＴ・ＮＷソリューション事業 社会インフラ事業社会インフラ事業

端
末
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

端
末
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

キャリア向け
ＩＴ・ＮＷ事業
キャリア向け
ＩＴ・ＮＷ事業

ＳＡＰ協業

サービスＰＦ協業

モバイル・ＰＣ連携アルカテル・ルーセント
協業
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２．イノベーションによる成長力強化

ＩＴ・ネットワーク・デバイスの総合力によるイノベーション

グローバルＮｏ１商品の拡大
▶ 第２・第３のパソリンク作り

ビジネスイノベーションによる競争力強化
▶ ＳＩ革新活動によるＣＳと収益力の向上

“環境”をキーとした競争力強化
▶ デバイスからソフトウェアまでの総合力による環境対応

• 低消費電力デバイス、仮想化技術、電力制御ソフトウェア・・・

▶ 環境ビジネスへの取組み
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グローバルＮｏ１商品の拡大

パソリンクの収益最大化
• インド、アジア成長市場、中近東・アフリカへの注力

• プライスダウンを上回る原価低減の実行、ＳＣＭでの差異化

年間出荷台数 ３０万台強 （今年度見込） から、さらに継続拡大へ

15

20

25

30

35

2004 2005 2006 2007/1H 2007/3Q

Ｂ社

Ａ社

NEC
31.2
30.0

20.4

（出典：Sky Light Research）

パソリンク 台数シェア推移
％

世界トップシェアを支える生産革新

第２・第３のパソリンクを創造：
ＰａｓｏＷｉｎｇｓ （ＷｉＭＡＸ）、ＣＸ2000、ＭＳＡＮ、ＨＹＤＲＡｓｔｏｒ・・・
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ＳＩ革新活動によりＣＳと利益率を向上

ＳＩプロセス全体のバリューチェーン強化
（企画-システム構築-保守・運用）

▶ ＩＴコンサル要員増強による提案力強化 ⇒受注拡大、受注品質向上へ

▶ ＳＩエンジニアリングの推進：

‐ システムモデルベースＳＩによる品質向上、工期短縮 （目標５０％短縮）

‐ システム開発標準「ＳＤＥ」の適用拡大

国内協力会社２２０社、オフショア40社に展開

ビジネスイノベーションによる競争力強化

※ＳＤＥ （SystemDirector Enterprise）： NECグループのシステム開発標準

ＩＴサービス/ＳＩ利益率を年１％向上

（０７年度見込 約７％ ⇒ 中期目標 利益率２桁）
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「環境」をキーとした競争力強化

デバイスからソフトウェアまで
トータルな環境負荷軽減技術により他社をリード

⇒低消費電力デバイス、仮想化技術、電力制御ソフトウェア

• 環境配慮型製品
携帯電話、パソコン、ネットワーク機器

• 省電力プラットフォーム
「REAL IT COOL PROJECT」

• デバイス／素材
自動車用電池、バイオプラスティックなど

環境ビジネスへの取組み
• 企業向け環境ソリューション

「環境パフォーマンス管理」
「パソコン消費電力自動管理システム技術」など

携帯電話
省電力チップ
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システム／ソフトウェアから回路、プロセス技術まで総合的に
組み合わせ、低消費電力半導体で世界トップクラスを狙う

低消費電力化に向けたイノベーション

アーキテクチャ
（システム・SW）

さらに展開
半導体回路・
レイアウト

世界トップクラスの
低消費電力を実現

半導体設計・
テスト

デバイス間接続

デバイス・
プロセス

eDRAM High-K
/Metal 

Gate

マルチコア

メニーコア

オンチップ
パワー
マネジメント

システム

電源ＩＣ/

表示制御

技術

低電力
指向
設計
方法論

Future Computing/Networking

光インターコネクト

DVFS
(動的周波
数・電圧
協調制御) MRAM

CNTﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ

ｼﾘｺﾝﾌｫﾄﾆｸｽ
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経営目標

今年度営業利益目標１３００億円の達成を

スタートラインとして、

中期的に

ステークホルダーの期待に応える業績水準達成

▶ＲＯＥの向上

・当面のマイルストーン： ＲＯＥ１０％以上

・経営としてのターゲット： ＲＯＥ１５％
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営業利益率（０７年度見込→目標イメージ）

0% 10%

0%

年
平
均
売
上
伸
長
率

ネットワーク

システム

ＩＴ/ＮＷソリューション

ＩＴサービス/ＳＩ

※円の大きさは利益の絶対額

（
０
５
～
０
７
、
０
７
～
）

エレクトロン

デバイス

［参考］ ＲＯＥ１０％に向けたポートフォリオイメージ

-20%

10%

5%

モバイル

パーソナル 注： ネットワークシステム、ＩＴサービスは

ＩＴ/ＮＷソリューションの内数
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［補足］ 各セグメントの状況
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-230

-335

1,590

-276 -380
30
60

1,541

700

1,300

２００７年度 セグメント別業績予想

8,610 8,700

9,650 8,900

27,588 28,700

678 700

売上高 営業損益

46,526 47,000

ＩＴ/ＮＷ
ソリューション

モバイル/パーソナル
ソリューション

エレクトロンデバイス

+1%

+1%

- 8%

+4%

（予想） （予想）

（億円）（億円）

その他/消去

その他/消去ほか

エレクトロンデバイス

モバイル/パーソナル
ソリューション

エレクトロン
デバイス

モバイル/パーソナル
ソリューション

ＩＴ/ＮＷ
ソリューション

合計

07年度06年度07年度06年度

※ 予想値は2008年1月29日現在
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ＩＴ/ＮＷソリューション事業
（億円）

3,055

10,263

6,514

7,756

1,541 1,590

07年度
（予想）

06年度

27,588 28,700+4%
売上高

ＩＴサービス/ＳＩ

社会インフラ

ネットワーク
システム

ＩＴプラットフォーム
セ
グ
メ
ン
ト
損
益

※ 予想値は2008年1月29日現在

ＮＷシステム、ＩＴサービス/ＳＩを中心に

売上高＋4％増を予想

ネットワークシステム
• パソリンク好調継続、

世界シェア１位達成 （07年7～9月）

ＩＴサービス/ＳＩ
• 通信・メディア関係（サービスＰＦ）、

金融業向けを中心に堅調な伸び

ＮＧＮ構築事業売上高

年間２０００億円の目標を達成見込み
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モバイル/パーソナルソリューション事業

パーソナルソリューション
• 国内パソコンシェア１位を継続

（2007年1～12月 ＭＭ総研調査）

• 新パーソナルソリューション 「Ｌｕｉ」発表

モバイル
ターミナル

パーソナル
ソリューション

8,900

9,650
-8%

（億円）

6,151

3,499

60

-335

欧州個人向けPC

モバイルターミナル
• 薄型の強み、ワンセグ携帯投入により、

販売好調

-９０Ｘ系内シェアはトップクラスに

-７０Ｘ系新商品２月販売開始

（Ｎ７０５ｉ、Ｎ７０５ｉμ）

• 今年度出荷台数約５００万台へ

売上高

セ
グ
メ
ン
ト
損
益

07年度
（予想）

06年度

※ 予想値は2008年1月29日現在
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エレクトロンデバイス事業
（億円）

電子部品
・その他

8,7008,610 +1%

07年度
（予想）

06年度

セ
グ
メ
ン
ト
損
益

売上高

半導体
【ＮＥＣエレクトロニクス】

• ９ヶ月累計 営業黒字、

年間ブレークイーブン以上を目指す

• 2008年度 当期黒字化目標

電子部品その他：
【ＮＥＣトーキン】

• 今期業績予想を下方修正

• 営業利益 65億円→5億円

• 当期損益 △122億円

• 電池事業の構造改革

• 来期黒字化を目指す

ＮＥＣ

エレクトロニクス

1,687 1,800

326
200

6,597 6,700

30

-230

半導体

その他

※ 予想値は2008年1月29日現在
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２００８年２月 経営説明会 用語解説 (プレゼン資料記載順)

ＮＧＮ： Ｎｅｘｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ Ｎｅｔｗｏｒｋ
• 一般的には、「ＩＰ技術をベースとした通信・サービス事業者の次世代ネットワーク」とされているが、既存の電話網を、ＩＰ技術を活用

した新たなネットワークに置き換えるということにとどまらず、企業のビジネスモデルの変革や新たな融合サービスを実現すると同時

に、より便利で快適な個人の生活を実現するものである。

• ＮＧＮによるこうした変革は、ＩＴとネットワーク両方の技術力を強みとするＮＥＣにとって、大きなビジネスチャンスであり、ＮＥＣでは、

ＮＧＮに関する以下のようなビジネス領域において、ＮＥＣが有するＩＴ・ネットワーク技術力を強みとしたさまざまな製品・サービスを

提供している。

ＦＭＣ： Ｆｉｘｅｄ Ｍｏｂｉｌｅ Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ
• 固定電話と移動通信を密接に連携させる技術や、それを用いたサービスのこと。携帯電話を家庭の電話の子機として利用したり、

１台の携帯電話で社内外のどこでも連絡がつくようになったりするなど、新たなサービスやユーザメリットの提供が可能となる。

ＷｉＭＡＸ： Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ ｆｏｒ Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ Ａｃｃｅｓｓ
• 無線通信の標準規格。約５０ｋｍの距離をカバーし、最大で７０Ｍｂｐｓの通信が可能。屋外での広域無線通信の手段として、人口

密度の低い地域でも安価にブロードバンド接続サービスの提供を可能とする技術として注目を集めている。

• モバイルWiMAXは、WiMAXの移動体通信向けの仕様。

ＬＴＥ： Ｌｏｎｇ Ｔｅｒｍ Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
• ３G（第三世代移動体通信）をさらに発展させ、高速通信を実現する技術。

ＩＰｖ６： Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ Ｖｅｒｓｉｏｎ ６
• インターネット通信の基盤となるInternet Protocol（IP）のバージョン6。現在使われているIPv4におけるIPアドレスの枯渇問題などに

対応した機能が強化されている。
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２００８年２月 経営説明会 用語解説 (プレゼン資料記載順)

ＣＤＭＡ： Ｃｏｄｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｍｕｌｔｉｐｌｅ Ａｃｃｅｓｓ
• 携帯電話の通信方式の一つ。

Ｗ-ＣＤＭＡ： Ｗｉｄｅｂａｎｄ Ｃｏｄｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｍｕｌｔｉｐｌｅ Ａｃｃｅｓｓ
• 第3世代携帯電話(3G)の通信方式。

ＨＳＰＡ： Ｈｉｇｈ Ｓｐｅｅｄ Ｐａｃｋｅｔ Ａｃｃｅｓｓ
• 第3世代(3G)携帯電話方式「W-CDMA」のデータ通信を高速化した規格。

• HSPAは下り(基地局→端末)方向を高速化するHSDPA(High Speed Downlink Packet Access)と、上り(端末→基地局)方向

を高速化するHSUPA(High Speed Uplink Packet Access)の総称。

ＥＶ-ＤＯ：Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ-Ｄａｔａ Ｏｎｌｙ
• CDMA2000方式のデータ通信用に特化した高速通信方式。

ＣＤＭＡ２０００：
• 第3世代携帯電話(3G)の通信方式。

ＡＳＰ： Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｐｒｏｖｉｄｅｒ
• 主にアウトソーシング的なサービスを提供する事業者（Service Provider）のひとつで、アプリケーションをネットワークを通じて顧客に

提供する事業者。

ＳＯＡ： Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｏｒｉｅｎｔｅｄ Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ
• 注文処理や在庫確認などのビジネス・プロセスとソフトウェアなどのITインフラをセットにしてサービスを提供する考え方。これらの

サービスを再利用したり、組み合わせたりすることでシステムの変更を柔軟に実現できる。自社に合わせたビジネス・プロセスを状況
に合わせて自由に構成することができ、コストや手間をかけずに企業間を越えた柔軟なシステムを構築することが可能となる。イン
フラやWebサービスの拡充によって現実的なものとなり、新たなサービス形態として注目を集めている。

• ＮＥＣでは、ＳＯＡを実現するソリューションとして、アプリケーションサーバ「ＷｅｂＯＴＸ」を提供している。
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２００８年２月 経営説明会 用語解説 (プレゼン資料記載順)

ＮｅｔＷｅａｖｅｒ： ＳＡＰ社の製品名
• SAPのSOA基盤製品の名称

ＰａｓｏＷｉｎｇｓ： パソウィングス ＮＥＣのモバイルＷｉＭＡＸ製品名
• PCMCIAカードからサーバまでを含むNECのモバイルWiMAX製品群。

• IEEE802.16eに準拠し国際電気通信連合（ITU）から次世代高速無線通信技術の国際標準に認定されたモバイルWiMAXの製品
群。WiMAXフォーラムが規定する標準仕様に準拠しているため、他の同じ標準準拠製品との相互接続性を確保している。

ＣＸ２０００：ＣＸ２０００シリーズ ＮＥＣの製品名
• NECのNGN関連製品のひとつで、アグリゲーションスイッチと呼ばれる。

• FTTxアクセスサービスなどのブロードバンドアクセスから広域イーサネット、モバイルバックホールの構築まで幅広く適用できる
スイッチシリーズ。

ＭＳＡＮ： Ｍｕｌｔｉ-Ｓｅｒｖｉｃｅ Ａｃｃｅｓｓ ＮｏｄｅｓのＮＥＣ製品名
• 通信キャリア向けにイーサネット／ビデオ／ＡＤＳＬ／ＶＤＳＬなど多種多様なインターフェースを集約して同一プラットフォーム上で

提供するマルチサービスアクセス装置群の名称。

ＨＹＤＲＡＳｔｏｒ： ハイドラストア ＮＥＣのストレージ製品名
• NECの次世代グリッド・ストレージ製品。日本発売名「ｉStorage HSシリーズ」。

• 本製品は、データ量の増加に伴いストレージに求められる性能や容量に応じて自由にサーバを追加し、ストレージノードとして
グリッド・アーキテクチャで連結することにより、柔軟で拡張性に優れたグリッド・ストレージを実現できる。

ＳＤＥ： ＳｙｓｔｅｍＤｉｒｅｃｔｏｒ Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ ＮＥＣの開発標準の名称
• 「システムディレクター エンタープライズ」。NECグループのシステム開発標準の名称。NECグループで培ったSIノウハウを結集し、

オープン技術を用いたシステム構築における開発方法論、開発基盤、サポートサービスを体系化したもの。NECグループおよび
主要協力会社のIT系SEが活用を進めている。
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２００８年２月 経営説明会 用語解説 (プレゼン資料記載順)

ｅＤＲＡＭ： Ｅｍｂｅｄｅｄ Ｄｙｎａｍｉｃ Ｒａｎｄｏｍ Ａｃｃｅｓｓ Ｍｅｍｏｒｙ
• 1つのシリコンチップ上にロジック回路とDRAMを混載したシステムLSIとその製造技術。

ＤＶＦＳ： Ｄｙｎａｍｉｃ Ｖｏｌｔａｇｅ ａｎｄ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ Ｓｃａｌｉｎｇ
• 動作中のLSIの電源電圧やクロック周波数を最適な値に制御して消費電力低減を実現する技術。

Ｈｉｇｈ-Ｋ：
• トランジスタの「ゲート絶縁膜」の種類の一つで、高誘電率の素材を使ったもの。

Kとはウェハー上に成膜された絶縁膜の誘電率のこと。

Ｍｅｔａｌ Ｇａｔｅ：
• 今まで二酸化ケイ素(SiO2)を使っていた電界効果トランジスタ(FET)のゲートの素材に金属を用いる技術。

ＭＲＡＭ： Ｍａｇｎｅｔｏｒｅｓｉｓｔｉｖｅ Ｒａｎｄｏｍ Ａｃｃｅｓｓ Ｍｅｍｏｒｙ
• 記憶素子に磁性体を用いた不揮発性メモリの一種。

ＣＮＴトランジスタ： Carbon Nanotube トランジスタ
• 1991年にNECの飯島澄男特別主席研究員が発見した。

• 非常に微細な六角形の金網が筒状になった形の「カーボンナノチューブ」と呼ばれる素材を用いたトランジスタのこと。
ナノ(1nm=10億分の1m)という非常に小さな管状の分子構造をしており、高強度の樹脂、燃料電池、薄型ディスプレーなどに
用いられる次世代の材料として注目を集めている。

※資料に掲載されている製品・サービスなどは、各社の商標または登録商標。
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